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(57)【要約】
【課題】　ユーザが既に保有するバッテリパックによっ
て、より高出力の電動工具を使用することを可能とする
。
【解決手段】　電動工具は、工具が取り付けられる本体
と、本体に収容されているとともに工具を駆動するモー
タと、各々に第１バッテリパックが着脱可能であるとと
もに、取り付けられた複数の第１バッテリパックがモー
タへ直列に接続される複数の第１パック取付部を備える
。第１バッテリパックは、その公称電圧が１８ボルト以
上であるとともに、単独で他の電動工具の電源としても
使用可能である。そして、電動工具の定格電圧は、３６
ボルト以上である。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　工具が取り付けられる本体と、
　本体に収容されているとともに工具を駆動するモータと、
　各々に第１バッテリパックが着脱可能であるとともに、取り付けられた複数の第１バッ
テリパックがモータへ直列に接続される複数の第１パック取付部と、
　複数の第１パック取付部に取り付けられた複数の第１バッテリパックの状態をそれぞれ
表示する複数の表示器を備え、
　複数の第１パック取付部及び複数の表示器は、一体に設けられており、
　複数の表示器は、ユーザが全ての表示器を同時に視認できるように配置されていること
を特徴とする電動工具。
【請求項２】
　表示器は、少なくとも、第１バッテリパックの充電レベルを表示することを特徴とする
請求項１に記載の電動工具。
【請求項３】
　表示器は、少なくとも、第１バッテリパックの充電レベルが再充電を必要とするレベル
に達したことを表示することを特徴とする請求項２に記載の電動工具。
【請求項４】
　表示器は、第１バッテリパックの充電レベルを少なくとも二段階に表示することを特徴
とする請求項２又は３に記載の電動工具。
【請求項５】
　第１バッテリパックは、単独で他の電動工具の電源として使用可能であることを特徴と
する請求項１から４のいずれか一項に記載の電動工具。
【請求項６】
　第１バッテリパックは、第１パック取付部に係合するロック部材を有することを特徴と
する請求項１から５のいずれか一項に記載の電動工具。
【請求項７】
　第１バッテリパックは、スライド式のバッテリパックであることを特徴とする請求項１
から６のいずれか一項に記載の電動工具。
【請求項８】
　複数の第１パック取付部は、複数の第１バッテリパックをそれぞれ同一方向から受け入
れることを特徴とする請求項１から７のいずれか一項に記載の電動工具。
【請求項９】
　複数の第１パック取付部及び複数の表示部は、前記本体に一体に形成されていることを
特徴とする請求項１から８のいずれか一項に記載の電動工具。
【請求項１０】
　複数の第１パック取付部及び複数の表示部が一体に設けられたアダプタをさらに備え、
　本体は、第２バッテリパックが着脱可能であるとともに、取り付けられた第２バッテリ
パックがモータへ接続される第２パック取付部を有し、
　アダプタは、第２パック取付部に着脱可能なコネクタ部を有し、複数の第１パック取付
部に取り付けられた複数の第１バッテリパックが、コネクタ部へ直列に接続されることを
特徴とする請求項１から８のいずれか一項に記載の電動工具。
【請求項１１】
　アダプタは、複数の第１パック取付部及び複数の表示部が一体に設けられたパック側ユ
ニットと、コネクタ部が設けられた本体側ユニットと、パック側ユニットと本体側ユニッ
トを互い接続している電気コードと、を有することを特徴とする請求項１０に記載の電動
工具。
【請求項１２】
　第２バッテリパックの公称電圧は、複数の第１バッテリパックの公称電圧の和に等しい
ことを特徴とする請求項１０又は１１に記載の電動工具。
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【請求項１３】
　第１パック取付部には第２バッテリパックが取付不能であり、第２パック取付部には第
１バッテリパックが取付不能であることを特徴とする請求項１０から１２のいずれか一項
に記載の電動工具。
【請求項１４】
　第１バッテリパックの公称電圧は７ボルト以上であり、電動工具の定格電圧が１４ボル
ト以上であることを特徴とする請求項１から１３のいずれか一項に記載の電動工具。
【請求項１５】
　第１バッテリパックの公称電圧は１８ボルト以上であり、電動工具の定格電圧が３６ボ
ルト以上であることを特徴とする請求項１から１４のいずれか一項に記載の電動工具。
【請求項１６】
　第１バッテリパックの公称電圧は１８ボルトであり、電動工具の定格電圧が３６ボルト
であることを特徴とする請求項１から１５のいずれか一項に記載の電動工具。
【請求項１７】
　第１バッテリパックは、直列に接続された複数のリチウムイオン電池セルを有すること
を特徴とする請求項１から１６のいずれか一項に記載の電動工具。
【請求項１８】
　第１バッテリパックは、直列に接続された少なくとも五本のリチウムイオン電池セルを
有することを特徴とする請求項１から１７のいずれか一項に記載の電動工具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数のバッテリパックを電源とする電動工具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１に、二つのバッテリパックを電源とする電動工具が開示されている。この電
動工具では、二つのバッテリパックが直列に接続されており、高電圧でモータが駆動され
る構成となっている。それにより、一つのバッテリパックを電源とするものに比べて、重
作業に使用可能な高い出力を発揮することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】米国特許第５，０２８，８５８号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　バッテリパックを直列に接続すると、バッテリパックに大きな負担をかけることがある
。例えば、二つのバッテリパックの間で充電レベルが異なると、一方のバッテリパックが
過放電され、さらには、他方のバッテリパックによって逆方向に充電（逆充電）されてし
まう。この場合、一方のバッテリパックは、大きなダメージを受けることになり、その劣
化が大きく進行するか、あるいは使用不能になってしまう。
【０００５】
　上記の問題に関して、特許文献１の電動工具では、二つのバッテリパックの充電レベル
をそれぞれ表示する二つの発光ダイオードが設けられている。しかしながら、このような
表示器を設けたとしても、ユーザによって表示器が正しく視認されなければ、バッテリパ
ックの過放電や過熱が起こり得る。特に、複数の表示器が設けられている場合、ユーザは
全ての表示器を看視しなければならないが、ユーザが一部の表示器のみを見て異常が無い
と判断し、一部のバッテリパックの過放電や過熱を引き起こすといった問題が起きている
。
【課題を解決するための手段】
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【０００６】
　本技術では、上記の問題を回避するために、複数のバッテリパックの状態をそれぞれ表
示する複数の表示器を、ユーザが全ての表示器を同時に視認できるように配置する。それ
により、全てのバッテリパックの状態をユーザへ確実に報知することができ、一部のバッ
テリパックの異常が見過ごされるといった事態を防止することができる。
【０００７】
　本技術の一実施形態として、電動工具は、工具が取り付けられる本体と、本体に収容さ
れているモータと、各々に第１バッテリパックが着脱可能であるとともに、取り付けられ
た複数の第１バッテリパックがモータへ直列に接続される複数の第１パック取付部と、第
１パック取付部に取り付けられた複数の第１バッテリパックの状態をそれぞれ表示する複
数の表示器を備えることが好ましい。そして、その複数の表示器は、ユーザが全ての表示
器を同時に視認できるように配置されることが好ましい。また、複数の第１パック取付部
及び複数の表示器は、一体に設けられていることが好ましい。
【０００８】
　この電動工具では、ユーザが複数の表示器を同時に視認することができ、ユーザは複数
のバッテリパックの状態を同時に把握することができる。ユーザは、一部のバッテリパッ
クに異常が生じた時点で、電動工具の使用を直ちに中止することができ、バッテリパック
に無用なダメージが与えられることを避けることができる。
【０００９】
　本技術の一実施形態である電動工具は、金工用の電動工具であってもよいし、木工用の
電動工具であってもよいし、石工用の電動工具であってもよいし、園芸用の電動工具であ
ってもよい。具体的には、電動ドリル、電動ドライバ、電動レンチ、電動グラインダ、電
動マルノコ、電動レシプロソー、電動ジグソー、電動ハンマ、電動カッター、電動チェー
ンソー、電動カンナ、電動釘打ち機（鋲打ち機を含む）、電動ヘッジトリマ、電動芝生バ
リカン、電動芝刈機、電動刈払機、電動ブロワー、電動クリーナ等が挙げられる。
【００１０】
　本発明の一実施形態では、各々のバッテリパックが複数のリチウムイオン電池セルを有
し、その公称電圧が７．０ボルト以上であることが好ましい。リチウムイオン電池セルは
、過放電や過熱によって受けるダメージが大きい。この点において、本技術によれば、リ
チウムイオン電池セルの過放電や過熱を防止することができ、各々のバッテリパックを長
期に亘って使用することが可能となる。
【００１１】
　現在、複数のリチウムイオン電池セルを内蔵し、公称電圧が１８ボルトのバッテリパッ
クと、そのバッテリパックを利用する定格電圧が１８ボルトの電動工具が多く利用されて
いる。本発明の一実施形態では、そのような公称電圧が１８ボルトのバッテリパックを複
数利用し、定格電圧が３６ボルト以上の電動工具を駆動することが好ましい。それにより
、ユーザは、既に保有するバッテリパックによって、より高出力の電動工具を使用するこ
とが可能となる。即ち、ユーザは、公称電圧が３６ボルト以上のバッテリパックを新たに
用意する必要がない。既に保有する公称電圧が１８ボルトのバッテリパックを、定格電圧
が１８ボルトの電動工具だけでなく、定格電圧が３６ボルト以上の電動工具にも、有効に
利用することができる。
【００１２】
　リチウムイオン電池セルの公称電圧は３．６ボルトであることから、公称電圧が１８ボ
ルトのバッテリパックは、少なくとも、直列に接続された五本のリチウムイオン電池セル
を有している。ここで、公称電圧が１８ボルトのバッテリパックは、五本のリチウムイオ
ン電池セルだけでなく、例えば十本のリチウムイオン電池セルを有することもできる。こ
の場合、十本のリチウムイオン電池セルは、二本ずつが並列に接続されて五組のセル群を
形成し、その五組のセル群が直列に接続されることで、１８ボルトの電圧を出力する。同
様にして、公称電圧が１８ボルトのバッテリパックは、１５又はそれ以上の本数のリチウ
ムイオン電池セルを有することもできる。リチウムイオン電池セルの本数を多くするほど
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、バッテリパックの容量を大きくすることができるとともに、各々のリチウムイオン電池
セルに流れる電流を小さくすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本技術の一実施形態に係る製品群を示す図。
【図２】二つの第１バッテリパック（低電圧バッテリパック）を電源とする高電圧電動工
具を示す図。
【図３】高電圧電動工具の本体から二つの低電圧バッテリパックを取り外した状態を上方
から示す図。
【図４】高電圧電動工具の本体から二つの低電圧バッテリパックを取り外した状態を下方
から示す図。
【図５】高電圧電動工具の電気的な構成を示す回路ブロック図。
【図６】高電圧電動工具の電気的な構成の一変形例であって、バイパス回路を付加したも
のを示す回路ブロック図。
【図７】高電圧電動工具の電気的な構成の一変形例であって、電源回路の接続位置を変更
したものを示す回路ブロック図。
【図８】高電圧電動工具の電気的な構成の一変形例であって、電源回路の接続位置を変更
するとともに、バイパス回路を付加したものを示す回路ブロック図。
【図９】二つの第１バッテリパック（低電圧バッテリパック）を、コード接続タイプのア
ダプタを介して、高電圧電動工具の本体に接続した状態を示す図。
【図１０】コード接続タイプのアダプタの本体側ユニットを示す図。
【図１１】コード接続タイプのアダプタのパック側ユニットを示す図。
【図１２】アダプタの電気的な構成を示す回路ブロック図。
【図１３】アダプタの電気的な構成の一変形例であって、バイパス回路を付加したものを
示す回路ブロック図。
【図１４】二つの第１バッテリパック（低電圧バッテリパック）を、一体タイプのアダプ
タを介して、高電圧電動工具の本体に接続した状態を示す図。
【図１５】一体タイプのアダプタの上部を示す図。
【図１６】一体タイプのアダプタの下部を示す図。
【図１７】一つの第１バッテリパック（低電圧バッテリパック）を電源とする低電圧電動
工具を示す図。
【図１８】低電圧電動工具の本体から第１バッテリパック（低電圧バッテリパック）を取
り外した状態を下方から示す図。
【図１９】第１バッテリパック（低電圧バッテリパック）を示す図。
【図２０】一つの第２バッテリパック（高電圧バッテリパック）を電源とする高電圧電動
工具を示す図。
【図２１】高電圧電動工具の本体から第２バッテリパック（高電圧バッテリパック）を取
り外した状態を上方から示す図。
【図２２】高電圧電動工具の本体から第２バッテリパック（高電圧バッテリパック）を取
り外した状態を下方から示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　図１は、本技術の一実施形態に係る製品群を示している。図１に示すように、この製品
群には、二種類のバッテリパック１０、３０と、三種類の電動工具５０、７０、１００と
、二種類のアダプタ２００、３００が含まれている。ここで、アダプタ２００、３００は
、単一のバッテリパック３０を電源とする電動工具７０の本体７２に、複数のバッテリパ
ック１０を電気的に接続するための装置である。
【００１５】
　二種類のバッテリパック１０、３０のうち、一種類のバッテリパック１０は、公称電圧
が１８ボルトのバッテリパックであり、他の一種類のバッテリパック３０は、公称電圧が
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３６ボルトのバッテリパックである。以下では、便宜上、公称電圧が１８ボルトのバッテ
リパック１０を低電圧バッテリパック１０と称し、公称電圧が３６ボルトのバッテリパッ
ク３０を高電圧バッテリパック３０と称する。
【００１６】
　低電圧バッテリパック１０は、直列に接続された五本のリチウムイオン電池セルを有し
ている。一方、高電圧バッテリパック３０は、直列に接続された十本のリチウムイオン電
池セルを内蔵している。二種類のバッテリパック１０、３０は、再充電可能なバッテリパ
ックであり、電動工具５０、７０、１００の電源として用いられた後に、充電器（図示省
略）によって再充電することができる。また、二種類のバッテリパック１０、３０は、い
わゆるスライド式のバッテリパックであり、電動工具５０、７０、１００や充電器にスラ
イドしながら取り付けられる。なお、これら二種類のバッテリパック１０、３０は、既に
実用化されており、特に、公称電圧が１８ボルトである低電圧バッテリパック１０は、一
般的に広く普及している。
【００１７】
　ここで、低電圧バッテリパック１０は、五本のリチウムイオン電池セルだけでなく、例
えば十本のリチウムイオン電池セルを内蔵することもできる。この場合、十本のリチウム
イオン電池セルは、二本ずつが並列に接続されて五組のセル群を形成し、その五組のセル
群が直列に接続されることで、１８ボルトの電圧を出力する。同様に、高電圧バッテリパ
ック３０は、十本のリチウムイオン電池セルだけでなく、例えば二十本のリチウムイオン
電池セルを内蔵することもできる。この場合、二十本のリチウムイオン電池セルは、二本
ずつが並列に接続されて十組のセル群を形成し、その十組のセル群が直列に接続されるこ
とで、３６ボルトの電圧を出力する。
【００１８】
　三種類の電動工具５０、７０、１００のうち、一種類の電動工具５０は、定格電圧が１
８ボルトの電動工具であり、他の二種類の電動工具７０、１００は、定格電圧が３６ボル
トの電動工具である。以下では、便宜上、定格電圧が１８ボルトの電動工具５０を低電圧
電動工具５０と称し、定格電圧が３６ボルトの電動工具７０、１００を高電圧電動工具７
０、１００と称する。
【００１９】
　図１７、図１８に示すように、低電圧電動工具５０は、一つの低電圧バッテリパック１
０を電源とする電動工具である。この低電圧電動工具５０は、一例ではあるが、電動イン
パクトドライバであり、メインスイッチ５８の操作に応じて工具チャック５４を駆動する
。工具チャック５４には、工具であるドライバビットを取り付けることができる。一つの
低電圧バッテリパック１０を電源とする低電圧電動工具５０は、既に実用化されており、
公称電圧が１８ボルトの低電圧バッテリパック１０とともに広く普及している。
【００２０】
　低電圧電動工具５０の本体５２には、一つのパック取付部６０が設けられている。パッ
ク取付部６０は、低電圧バッテリパック１０が着脱可能であり、低電圧バッテリパック１
０をスライド可能に受け入れる。パック取付部６０は、一対のレール６２、正極入力端子
６４ａ、負極入力端子６４ｂ、ロック受入穴６８を有している。
【００２１】
　一方、図１９に示すように、低電圧バッテリパック１０には、パック取付部６０にスラ
イド挿入されるコネクタ部２０が設けられている。コネクタ部２０には、一対のレール２
２、正極出力端子２４ａ、負極出力端子２４ｂ、オートストップ端子２６が設けられてい
る。低電圧バッテリパック１０をパック取付部６０に取り付けると、低電圧バッテリパッ
ク１０の正極出力端子２４ａが本体５２の正極入力端子６４ａに接続され、低電圧バッテ
リパック１０の負極出力端子２４ｂが本体５２の負極入力端子６４ｂに接続される。それ
により、低電圧バッテリパック１０は、低電圧電動工具５０の本体５２へ電気的に接続さ
れる。また、低電圧バッテリパック１０は、パック取付部６０のロック受入穴６８に係合
し、低電圧バッテリパック１０をパック取付部６０に固定するロック部材１２を有してい
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る。このロック部材１２による固定は、ロック解除ボタン１４によって解除することがで
きる。
【００２２】
　次に、二種類の高電圧電動工具７０、１００について説明する。二種類の高電圧電動工
具７０、１００のうち、一方の高電圧電動工具７０は、一つの高電圧バッテリパック３０
を電源とする電動工具である。図２０、図２１、図２２を参照し、この高電圧電動工具７
０について説明する。この高電圧電動工具７０は、一例ではあるが、電動ブロワーであり
、メインスイッチ７８への操作に応じて、本体７２に内蔵された送風ファンを駆動する。
電動ブロワー７０は、園芸用の電動工具の一種であり、ノズル７３の先端７３ａから吹き
出す空気によって、例えば落葉を吹き集めることができる。定格電圧が３６ボルトの高電
圧電動工具７０は、公称電圧が３６ボルトの高電圧バッテリパック３０とともに、既に実
用化されている。
【００２３】
　高電圧電動工具７０の本体７２には、一つのパック取付部８０が設けられている。パッ
ク取付部８０は、高電圧バッテリパック３０が着脱可能であり、高電圧バッテリパック３
０をスライド可能に受け入れる。パック取付部８０は、一対のレール８２、正極入力端子
８４ａ、負極入力端子８４ｂ、ロック受入穴８８を有している。
【００２４】
　一方、高電圧バッテリパック３０には、パック取付部８０にスライド挿入されるコネク
タ部４０が設けられている。コネクタ部４０には、一対のレール４２、正極出力端子４４
ａ、負極出力端子４４ｂ、オートストップ端子４６が設けられている。高電圧バッテリパ
ック３０をパック取付部８０に取り付けると、高電圧バッテリパック３０の正極出力端子
４４ａが、パック取付部８０の正極入力端子８４ａに接続され、高電圧バッテリパック３
０の負極出力端子４４ｂが、パック取付部８０の負極入力端子８４ｂに接続される。それ
により、高電圧バッテリパック３０は、高電圧電動工具７０の本体７２へ電気的に接続さ
れる。また、高電圧バッテリパック３０は、パック取付部８０のロック受入穴８８に係合
し、高電圧バッテリパック３０をパック取付部８０に固定するロック部材３２を有してい
る。このロック部材３２による固定は、ロック解除ボタン３４によって解除することがで
きる。
【００２５】
　ここで、低電圧バッテリパック１０と高電圧バッテリパック３０との間で、コネクタ部
２０、４０の構造は基本的に類似している。しかしながら、両者の間でコネクタ部２０、
４０の大きさが互いに異なるため、低電圧バッテリパック１０を高電圧電動工具７０のパ
ック取付部８０に取り付けることはできず、高電圧バッテリパック３０を低電圧電動工具
５０のパック取付部６０に取り付けることもできない。
【００２６】
　二種類の高電圧電動工具７０、１００のうち、他方の高電圧電動工具１００は、二つの
低電圧バッテリパック１０を電源とする電動工具である。図２、図３、図４を参照し、こ
の高電圧電動工具１００について説明する。この高電圧電動工具１００は、一例ではある
が、電動ブロワーであり、メインスイッチ１０８への操作に応じて、本体１０２に内蔵さ
れた送風ファンを駆動する。この電動ブロワー１００は、その機能や用途において、先に
説明した電動ブロワー７０と基本的に同じものである。
【００２７】
　高電圧電動工具１００の本体１０２には、二つのパック取付部１３０が設けられている
。各々のパック取付部１３０は、一つの低電圧バッテリパック１０が着脱可能であり、低
電圧バッテリパック１０をスライド可能に受け入れる。パック取付部１３０は、一対のレ
ール１３２、正極入力端子１３４ａ、負極入力端子１３４ｂ、ロック受入穴１３８を有し
ている。このパック取付部１３０は、その構造において、先に説明した低電圧電動工具５
０のパック取付部６０と実質的に等しい。二つのパック取付部１３０は、本体１０２の後
部に並んで配置されており、低電圧バッテリパック１０が同一方向からそれぞれ挿入され
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る。二つのパック取付部１３０に取り付けられた二つの低電圧バッテリパック１０は、直
列に接続され、略３６ボルトの電圧で本体１０２へ電力を供給する。
【００２８】
　高電圧電動工具１００の本体１０２には、二つの表示器１６０が設けられている。二つ
の表示器１６０は、二つのパック取付部１３０の上部にそれぞれ位置している。各々の表
示器１６０は、一例ではあるが、発光ダイオードである。一方の表示器１６０は、一方の
パック取付部１３０に取り付けられた低電圧バッテリパック１０の充電レベルを表示し、
他方の表示器１６０は、他方のパック取付部１３０に取り付けられた低電圧バッテリパッ
ク１０の状態を表示する。各々の表示器１６０は、対応する低電圧バッテリパック１０の
充電レベルを表示することができ、特に、その充電レベルが再充電を必要とするレベルに
達した時に、発光ダイオードを点灯させることができる。なお、表示器１６０は、対応す
る低電圧バッテリパック１０の充電レベルを、少なくとも二段階に表示することも好まし
い。あるいは、表示器１６０が、対応する低電圧バッテリパック１０の充電レベルに代え
て、あるいは、充電レベルとともに、対応する低電圧バッテリパック１０の温度異常を表
示することも好ましい。
【００２９】
　図２に示すように、二つの表示器１６０は、高電圧電動工具１００の後面１０２ａに並
んで配置されており、その表示方向（即ち、発光ダイオードの発光方向）は同じ方向を向
いている。従って、ユーザは、二つの表示器１６０を同時に視認し、二つの低電圧バッテ
リパック１０の充電レベルを同時に把握することができる。また、それぞれの表示器１６
０は、対応するパック取付部１３０の上方に配置されている。従って、例えば高電圧電動
工具１００が突然に停止した場合に、どちらの低電圧バッテリパック１０に問題があるの
かを、ユーザは直ちに判断することができる。なお、二つの表示器１６０は、後面１０２
ａに限られず、ユーザが同時に視認可能な他の位置へ配置することもできる。この場合、
二つの表示器１６０が同一平面に配置されていると、ユーザは二つの表示器１６０を様々
な方向から同時に視認することができる。
【００３０】
　ここで、表示器１６０は、各々の低電圧バッテリパック１０に設けることもできる。先
に説明したように、二つのパック取付部１３０は、並んで配置されているとともに、低電
圧バッテリパック１０を同一方向から受け入れる。従って、二つの低電圧バッテリパック
１０を本体１０２に取り付けた時に、それらの二つの表示器１６０は、同一平面内に並ん
で位置するとともに、その表示方向も同じ方向を向くことになる。その結果、ユーザは、
二つの表示器１６０を様々な方向から同時に視認することができる。
【００３１】
　次に、図５を参照し、二つの低電圧バッテリパック１０を電源とする高電圧電動工具１
００の電気的な構成について説明する。低電圧バッテリパック１０は、直列に接続された
五本の電池セル１６と、バッテリコントローラ１８を備えている。各々の電池セル１６は
、リチウムイオン電池セルであり、その公称電圧は３．６ボルトである。直列に接続され
た五本の電池セル１６は、正極出力端子２４ａと負極出力端子２４ｂに接続されており、
両端子２４ａ、２４ｂから略１８ボルトの電圧で電力を放電することができる。図５に示
すように、上段に位置する低電圧バッテリパック１０の負極出力端子２４ｂは、その下段
に位置する低電圧バッテリパック１０の正極出力端子２４ａと電気的に接続される。それ
により、二つの低電圧バッテリパック１０は、直列に接続され、略３６ボルトの電圧で本
体１０２へ電力を供給する。
【００３２】
　バッテリコントローラ１８は、ＣＰＵを搭載した集積回路であり、記憶している各種の
プログラムを実行することができる。また、バッテリコントローラ１８は、各々の電池セ
ル１６と電気的に接続されており、各々の電池セル１６の電圧を測定することができる。
バッテリコントローラ１８は、測定された各々の電池セル１６の電圧に基づいて、各々の
電池セル１６の充電レベルを判定し、電池セル１６の再充電が必要であると判断した時に
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、放電保護信号（オートストップ信号とも称される）をオートストップ端子２６へ出力す
る。ここで、放電保護信号はハイインピーダンスを示す信号である。
【００３３】
　一方、本体１０２は、工具（ここでは送風ファン）を駆動するモータ１７６を備えてい
る。モータ１７６には、メインスイッチ１７８を介して、二つの低電圧バッテリパック１
０が直列に接続される。また、本体１０２は、速度調節回路１９０、パワーＦＥＴ１９４
、ゲート制御トランジスタ１９２、分圧回路１９６を備えている。パワーＦＥＴ１９４は
、モータ１７６に対して直列に接続されており、モータ１７６に流れる電流を遮断するこ
とができる。速度調節回路１９０は、パワーＦＥＴ１９４に対してパルス幅変調制御を行
い、モータ１７６の回転速度を調節することができる。ゲート制御トランジスタ１９２は
、パワーＦＥＴ１９４のゲートに接続されており、分圧回路１９６とともに、パワーＦＥ
Ｔ１９４のゲート電圧を制御することができる。
【００３４】
　本体１０２は、メインコントローラ１５２、メインコントローラ１５２の電源回路１４
２、モータ１７６に直列に接続されたシャント抵抗１５０、シャント抵抗１５０の電圧に
基づいてモータ１７６の電流を検出する電流検出回路１４８と、ゲート制御トランジスタ
１９２との間で放電保護信号を入出力する放電保護信号入出力回路１４４を備えている。
【００３５】
　メインコントローラ１５２は、ＣＰＵを搭載した集積回路であり、記憶している各種の
プログラムを実行することができる。例えば、メインコントローラ１５２は、電流検出回
路１４８が出力する電圧信号を入力し、モータ１７６の電流が許容値を超えるときに、放
電保護信号入出力回路１４４を通じて、ゲート制御トランジスタ１９２へ放電保護信号を
出力する。この場合、ゲート制御トランジスタ１９２は、パワーＦＥＴ１９４のゲート電
圧を接地電圧まで低下させ、パワーＦＥＴ１９４をターンオフさせる。その結果、モータ
１７６と低電圧バッテリパック１０が電気的に遮断され、モータ１７６や低電圧バッテリ
パック１０の過電流が防止される。なお、モータ１７６と低電圧バッテリパック１０の間
には、それらの過電流を防止するためのヒューズ１６２が設けられている。
【００３６】
　メインコントローラ１５２は、パック取付部１３０のオートストップ端子１３６に電気
的に接続されており、バッテリコントローラ１８からの信号電圧（例えば放電保護信号）
を入力し、また、バッテリコントローラ１８へ信号電圧（例えば放電保護解除信号）を出
力することができる。ここで、二つの低電圧バッテリパック１０は直列に接続されている
ので、二つの低電圧バッテリパック１０の間で、その基準電圧（接地電圧）は互いに相違
する。具体的には、低圧側（図５において下側）に位置する低電圧バッテリパック１０の
基準電圧がゼロボルトとすると、高圧側（図５において上側）に位置する低電圧バッテリ
パック１０の基準電圧が１８ボルトとなる。一方、本体１０２の基準電圧は、低電圧側の
低電圧バッテリパック１０の基準電圧と等しく、ゼロボルトとなる。その結果、本体１０
２のメインコントローラ１５２と、高圧側に位置する低電圧バッテリパック１０のバッテ
リコントローラ１８では、入出力する信号電圧のレベルが大きく相違することになり、そ
のままでは両者の間で信号電圧を入出力することができない。
【００３７】
　上記の問題に関して、本実施例の高電圧電動工具１００では、高圧側に位置する低電圧
バッテリパック１０のバッテリコントローラ１８と、本体１０２のメインコントローラ１
５２との間に、レベルシフタ１５４ｂ、１５６ｂが設けられている。一方のレベルシフタ
１５４ｂは、メインコントローラ１５２からバッテリコントローラ１８へ信号電圧を伝送
する導電線路１５４上に設けられており、メインコントローラ１５２が出力する信号電圧
のレベルを、バッテリコントローラ１８が許容するレベルまで昇圧する。他方のレベルシ
フタ１５６ｂは、バッテリコントローラ１８からメインコントローラ１５２へ信号電圧を
伝送する導電線路１５６上に設けられており、バッテリコントローラ１８が出力する信号
電圧のレベルを、メインコントローラ１５２が許容するレベルまで降圧する。それにより
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、バッテリコントローラ１８とメインコントローラ１５２の間で、信号電圧の入出力を問
題なく行うことができる。
【００３８】
　また、各々のバッテリコントローラ１８とメインコントローラ１５２の間には、カット
オフスイッチ１５４ａ、１５６ａが設けられている。一方のカットオフスイッチ１５４ａ
は、メインコントローラ１５２からバッテリコントローラ１８へ信号電圧を伝送する導電
線路１５４上に設けられており、他方のカットオフスイッチ１５６ａは、バッテリコント
ローラ１８からメインコントローラ１５２へ信号電圧を伝送する導電線路１５６上に設け
られている。カットオフスイッチ１５４ａ、１５６ａは、メインコントローラ１５２によ
って制御される。メインコントローラ１５２は、高電圧電動工具１００が所定時間に亘っ
て使用されていないと判断した時に、カットオフスイッチ１５４ａ、１５６ａをオフさせ
て、各々のバッテリコントローラ１８とメインコントローラ１５２を電気的に切断する。
それにより、バッテリコントローラ１８とメインコントローラ１５２の間で漏れ電流が長
期間に亘って流れ、低電圧バッテリパック１０が過放電されてしまうといった事態を未然
に防止する。
【００３９】
　先に説明したように、バッテリコントローラ１８は、電池セル１６の充電レベルが低下
した時に、オートストップ端子２６へ放電保護信号を出力する。バッテリコントローラ１
８から出力された放電保護信号は、導電線路１５６を通じて、メインコントローラ１５２
に入力される。メインコントローラ１５２は、バッテリコントローラ１８からの放電保護
信号を受けて、ゲート制御トランジスタ１９２へ放電保護信号を出力する。ここで、メイ
ンコントローラ１５２が出力する放電保護信号は、放電保護信号入出力回路１４４を通じ
て、ゲート制御トランジスタ１９２のゲートに入力される。その結果、ゲート制御トラン
ジスタ１９２がターンオンされ、パワーＦＥＴ１９４がターンオフされて、モータ１７６
への電力供給が停止される。それにより、低電圧バッテリパック１０の過放電が未然に防
止される。
【００４０】
　加えて、メインコントローラ１５２は、バッテリコントローラ１８から放電保護信号を
受けると、表示器（表示回路のＬＥＤ）１６０を点灯させる。このとき、メインコントロ
ーラ１５２は、放電保護信号を出力した低電圧バッテリパック１０に対応する表示器１６
０のみを、選択的に点灯する。それにより、ユーザは、どちらの低電圧バッテリパック１
０が充電を必要とするのかを、直ちに知ることができる。
【００４１】
　以上のように、高電圧電動工具１００は、各々に低電圧バッテリパック１０が着脱可能
な二つのパック取付部１３０を備え、二つの低電圧バッテリパック１０を電源とすること
ができる。二つの低電圧バッテリパック１０は、モータ１７６へ直列に接続され、モータ
１７６へ３６ボルトの電圧を印加する。即ち、定格電圧が３６ボルトの高電圧電動工具１
００が、公称電圧が１８ボルトの低電圧バッテリパック１０によって駆動される。ユーザ
は、高電圧バッテリパック３０やその充電器を新たに購入することなく、既に保有する低
電圧バッテリパック１０を用いて、高電圧電動工具１００を使用することができる。低電
圧バッテリパック１０は、単独で低電圧電動工具５０の電源としても使用できるので、ユ
ーザは、既に保有する低電圧バッテリパック１０やその充電器を、有効に活用することが
できる。
【００４２】
　図６は、高電圧電動工具１００の電気的な構成を変更した一例を示している。この変形
例は、図５に示す回路構成に、二つのバイパス回路１５８を付加したものである。バイパ
ス回路１５８は、それぞれの低電圧バッテリパック１０に対して設けられている。バイパ
ス回路１５８は、本体１０２内で、正極入力端子１３４ａと負極入力端子１３４ｂを接続
している。バイパス回路１５８には、ダイオード１５８ａが設けられている。即ち、バイ
パス回路１５８は、低電圧バッテリパック１０の正極出力端子２４ａと、負極出力端子２
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４ｂを、ダイオード１５８ａを介して互いに接続している。
【００４３】
　ダイオード１５８ａのアノードは負極入力端子１３４ｂに接続されており、ダイオード
１５８ａのカソードは正極入力端子１３４ａに接続されている。従って、通常は、ダイオ
ード１５８ａに電流が流れることはなく、低電圧バッテリパック１０の正極出力端子２４
ａと負極出力端子２４ｂは、電気的に切断された状態となっている。その一方で、低電圧
バッテリパック１０が過放電され、低電圧バッテリパック１０の出力端子２４ａ、２４ｂ
間に逆電圧が発生すると、ダイオード１５８ａに電流が流れる。即ち、バッテリパック１
０の出力端子２４ａ、２４ｂ間が、バイパス回路１５８を通じて電気的に接続される。そ
れにより、仮に一方の低電圧バッテリパック１０のみが過放電されたとしても、その低電
圧バッテリパック１０が受けるダメージを抑制することができる。なお、バイパス回路１
５８には、ヒューズ１５８ｂがさらに設けられており、バイパス回路１５８に大電流が流
れた場合には、バイパス回路１５８が物理的に切断される。それにより、例えばダイオー
ド１５８ａがツェナー降伏を起こした場合でも、低電圧バッテリパック１０の受けるダメ
ージを抑制することができる。
【００４４】
　図７は、高電圧電動工具１００の電気的な構成を変更した他の一例を示している。この
変形例は、図５に示す回路構成において、メインコントローラ１５２の電源を取り出す位
置が変更されている。図７に示すように、メインスイッチ１７８が、低電圧バッテリパッ
ク１０と電源回路１４２との間に介在すると、メインスイッチ１７８がオフされると同時
に、メインコントローラ１５２がシャットダウンされる。それにより、高電圧電動工具１
００の非作動時において、メインコントローラ１５２が電力を無用に消費することを禁止
することができる。
【００４５】
　図８は、高電圧電動工具１００の電気的な構成を変更した他の一例を示している。この
変形例は、図７に示す上記の回路構成に、二つのバイパス回路１５８を付加したものであ
る。バイパス回路１５８の構造、機能、及び効果は、先の図６に示す変形例の説明で述べ
た通りである。
【００４６】
　次に、図９、図１０、図１１を参照し、二種類のアダプタ２００、３００のうち、一方
のアダプタ２００について説明する。図９に示すように、アダプタ２００は、複数の低電
圧バッテリパック１０を、高電圧電動工具７０に接続するための装置である。アダプタ２
００は、高電圧電動工具７０の本体７２に着脱可能な本体側ユニット２０２と、複数の低
電圧バッテリパック１０が着脱可能なパック側ユニット２０６と、本体側ユニット２０２
とパック側ユニット２０６を互いに接続している電気コード２０４を備えている。パック
側ユニット２０６には、装着用フック２０６ａが設けられており、ユーザの衣服やベルト
に装着できるようになっている。
【００４７】
　図１０に示すように、本体側ユニット２０２は、概して、高電圧バッテリパック３０に
近似する外形形状を有している。本体側ユニット２０２には、高電圧バッテリパック３０
と同じように、コネクタ部２２０が設けられている。コネクタ部２２０は、高電圧電動工
具７０の本体７２に設けられたパック取付部８０に、スライド挿入することができる。コ
ネクタ部２２０には、一対のレール２２２、正極出力端子２２４ａ、負極出力端子２２４
ｂ、オートストップ端子２２６が設けられている。本体側ユニット２０２をパック取付部
８０に取り付けると、本体側ユニット２０２の正極出力端子２２４ａが、パック取付部８
０の正極入力端子８４ａに接続され、本体側ユニット２０２の負極出力端子２２４ｂが、
パック取付部８０の負極入力端子８４ｂに接続される。それにより、本体側ユニット２０
２は、高電圧電動工具７０の本体７２へ電気的に接続される。また、本体側ユニット２０
２は、パック取付部８０のロック受入穴８８（図２２参照）に係合し、本体側ユニット２
０２をパック取付部８０に固定するロック部材２１２を有している。このロック部材２１
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２による固定は、ロック解除ボタン２１４によって解除することができる。
【００４８】
　図１１に示すように、パック側ユニット２０６には、二つのパック取付部２３０が設け
られている。各々のパック取付部２３０は、一つの低電圧バッテリパック１０が着脱可能
であり、低電圧バッテリパック１０をスライド可能に受け入れる。パック取付部２３０は
、一対のレール２３２、正極入力端子２３４ａ、負極入力端子２３４ｂ、ロック受入穴２
３８を有している。このパック取付部２３０は、その構造において、先に説明した低電圧
電動工具５０のパック取付部６０と実質的に等しい。二つのパック取付部２３０は、パッ
ク側ユニット２０６の下面に並んで配置されており、低電圧バッテリパック１０が同一方
向からそれぞれ挿入される。パック側ユニット２０６に取り付けられた二つの低電圧バッ
テリパック１０は、コネクタ部２２０の正極出力端子２２４ａ及び負極出力端子２２４ｂ
に対して直列に接続される。それにより、二つの低電圧バッテリパック１０は、略３６ボ
ルトの電圧によって、高電圧電動工具７０の本体７２へ電力を供給する。
【００４９】
　図１１に示すように、パック側ユニット２０６には、二つの表示器２６０が設けられて
いる。二つの表示器２６０は、二つのパック取付部２３０の上部にそれぞれ位置している
。各々の表示器２６０は、一例ではあるが、発光ダイオードである。一方の表示器２６０
は、一方のパック取付部２３０に取り付けられた低電圧バッテリパック１０の充電レベル
を表示し、他方の表示器２６０は、他方のパック取付部２３０に取り付けられた低電圧バ
ッテリパック１０の状態を表示する。各々の表示器２６０は、対応する低電圧バッテリパ
ック１０の充電レベルを表示することができ、特に、その充電レベルが再充電を必要とす
るレベルに達した時に、発光ダイオードを点灯させることができる。なお、表示器２６０
は、対応する低電圧バッテリパック１０の充電レベルを、少なくとも二段階に表示するこ
とも好ましい。あるいは、表示器１６０が、対応する低電圧バッテリパック１０の充電レ
ベルに代えて、あるいは、充電レベルに加えて、対応する低電圧バッテリパック１０の温
度異常を表示することも好ましい。
【００５０】
　二つの表示器２６０は、パック側ユニット２０６の一つの面に、並んで配置されており
、その表示方向（即ち、発光ダイオードの発光方向）は同じ方向を向いている。従って、
ユーザは、二つの表示器２６０を同時に視認し、二つの低電圧バッテリパック１０の充電
レベルを同時に把握することができる。また、それぞれの表示器２６０は、対応するパッ
ク取付部２３０の上方に配置されている。従って、例えば高電圧電動工具７０が突然に停
止した場合に、どちらの低電圧バッテリパック１０に問題があるのかを、ユーザは直ちに
判断することができる。なお、二つの表示器２６０は、パック側ユニット２０６に限られ
ず、例えば本体側ユニット２０２に設けてもよい。二つの表示器２６０は、ユーザが同時
に視認可能な他の位置へ配置することもできる。この場合、二つの表示器２６０が同一平
面に配置されていると、ユーザは二つの表示器２６０を様々な方向から同時に視認するこ
とができる。
【００５１】
　ここで、表示器２６０は、各々の低電圧バッテリパック１０に設けることもできる。先
に説明したように、二つのパック取付部２３０は、並んで配置されているとともに、低電
圧バッテリパック１０を同一方向から受け入れる。従って、二つの低電圧バッテリパック
１０をパック側ユニット２０６に取り付けた時に、二つの表示器２６０は、同一平面内に
並んで位置するとともに、その表示方向も同じ方向を向くことになる。ユーザは、二つの
表示器２６０を様々な方向から同時に視認することができる。
【００５２】
　次に、図１２を参照し、アダプタ２００の電気的な構成について説明する。図１２と図
５を比較して明らかなように、アダプタ２００の回路構成は、先に説明した高電圧電動工
具１００の本体１０２の回路構成の一部と実質的に同じである。詳しくは、アダプタ２０
０の回路構成に、高電圧電動工具７０の本体７２の回路構成を併せたものが、図５に示す
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高電圧電動工具１００の本体１０２の回路構成と実質的に等しくなる（ただし、パワーＦ
ＥＴ２４６を除く）。
【００５３】
　先ず、高電圧電動工具７０の本体７２の回路構成について説明する。高電圧電動工具７
０の本体７２は、モータ７６、メインスイッチ７８、速度調節回路９０、パワーＦＥＴ９
４、ゲート制御トランジスタ９２、及び分圧回路９６を備えている。これらに係る構成に
ついては、高電圧電動工具１００の本体１０２におけるモータ１７６、メインスイッチ１
７８、速度調節回路１９０、パワーＦＥＴ１９４、ゲート制御トランジスタ１９２、及び
分圧回路１９６に係る構成と同じであるので、ここでは説明は省略する。だだし、モータ
７６には、アダプタ２００を介して、二つの低電圧バッテリパック１０が直列に接続され
ている。
【００５４】
　アダプタ２００は、メインコントローラ２５２、電源回路２４２、シャント抵抗２５０
、電流検出回路２４８、放電保護信号入出力回路２４４、ヒューズ２６２を備えている。
また、メインコントローラ２５２は、二つの表示器２６０へ電気的に接続されている。こ
れらに係る構成については、高電圧電動工具１００の本体１０２におけるメインコントロ
ーラ１５２、電源回路１４２、シャント抵抗１５０、電流検出回路１４８、放電保護信号
入出力回路１４４、表示器１６０、ヒューズ１６２に係る構成と同じであるので、ここで
は説明を省略する。
【００５５】
　アダプタ２００には、パワーＦＥＴ２４６がさらに設けられている。パワーＦＥＴ２４
６は、低電圧バッテリパック１０に接続される負極入力端子２３４ｂと、高電圧電動工具
７０に接続される負極出力端子２２４ｂとの間に設けられている。即ち、二つの低電圧バ
ッテリパック１０をモータ７６に接続する回路であって、二つの低電圧バッテリパック１
０による放電電流が流れる回路上に位置している。メインコントローラ２５２は、パワー
ＦＥＴ２４６のゲートに接続されており、パワーＦＥＴ２４６を制御することができる。
例えば、メインコントローラ２５２は、電流検出回路２４８からの出力電圧が所定値を超
えた時に、パワーＦＥＴ２４６をターンオフする。
【００５６】
　ここで、パワーＦＥＴ２４６の機能について説明を補足する。アダプタ２００が高電圧
電動工具７０から取り外されると、アダプタ２００のコネクタ部２２０は外部に露出する
状態となる。このとき、アダプタ２００に二つの低電圧バッテリパック１０が取り付けら
れていると、コネクタ部２２０では、正極出力端子２２４ａと負極出力端子２２４ｂの間
に略３６ボルトの電圧が発生する。正極出力端子２２４ａと負極出力端子２２４ｂはスリ
ット内に配設されているので、通常、両出力端子２２４ａ、２２４ｂに異物が接触するこ
とはない。しかしながら、両出力端子２２４ａ、２２４ｂに異物が接触する可能性を完全
に否定することはできず、仮に、両出力端子２２４ａ、２２４ｂが異物によって短絡され
たとすれば、低電圧バッテリパック１０やアダプタ２００の内部で過大な電流が流れてし
まう。そこで、本実施形態では、アダプタ２００の内部にパワーＦＥＴ２４６が設けられ
おり、アダプタ２００が高電圧電動工具７０から取り外された状態でも、過大な電流が検
出された時には、パワーＦＥＴ２４６によって回路を遮断できるように構成されている。
【００５７】
　メインコントローラ２５２は、パック取付部２３０のオートストップ端子２３６に電気
的に接続されており、バッテリコントローラ１８からの信号電圧（例えば放電保護信号）
を入力し、また、バッテリコントローラ１８へ信号電圧（例えば放電保護解除信号）を出
力することができる。メインコントローラ２５２からバッテリコントローラ１８へ信号電
圧を伝送する導電線路２５４、及び、バッテリコントローラ１８からメインコントローラ
２５２へ信号電圧を伝送する導電線路２５６には、カットオフスイッチ２５４ａ、２５６
ａがそれぞれ設けられている。また、高圧側に位置する低電圧バッテリパック１０のバッ
テリコントローラ１８については、導電線路２５４、２５６にレベルシフタ２５４ｂ、２
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５６ｂがそれぞれ設けられている。これらの構成については、高電圧電動工具１００の本
体１０２におけるカットオフスイッチ２５４ａ、２５６ａ、レベルシフタ２５４ｂ、２５
６ｂに係る構成と同じであるので、ここでは説明を省略する。
【００５８】
　以上のように、アダプタ２００を用いることにより、ユーザは、高電圧電動工具７０を
、二つの低電圧バッテリパック１０によって駆動することが可能となる。二つの低電圧バ
ッテリパック１０は、モータ７６に対して直列に接続されることで、モータ７６へ略３６
ボルトの電圧を印加する。それにより、定格電圧が３６ボルトの高電圧電動工具７０を、
公称電圧が１８ボルトの低電圧バッテリパック１０によって駆動することが可能となる。
ユーザは、公称電圧が３６ボルトの高電圧バッテリパック３０やその充電器を新たに購入
することなく、既に保有する低電圧バッテリパック１０を用いて、高電圧電動工具７０を
利用することが可能となる。低電圧バッテリパック１０は、単独で低電圧電動工具５０の
電源としても使用できるので、ユーザは、既に保有する低電圧バッテリパック１０やその
充電器を、有効に活用することができる。
【００５９】
　図１３は、アダプタ２００の電気的な構成を変更した一例を示している。この変形例は
、図１２に示す回路構成に、二つのバイパス回路２５８を付加したものである。バイパス
回路２５８は、それぞれの低電圧バッテリパック１０に対して設けられている。バイパス
回路１５８には、ダイオード１５８ａとヒューズ２５８ｂが設けられている。これらのバ
イパス回路２５８に係る構成については、図６及び図８に示す高電圧電動工具１００の本
体１０２におけるバイパス回路１５８に係る構成と同じであるので、ここでは説明を省略
する。
【００６０】
　次に、図１４、図１５、図１６を参照し、他方のアダプタ３００について説明する。図
１４に示すように、アダプタ３００もまた、複数の低電圧バッテリパック１０を、高電圧
電動工具７０に接続するための装置である。このアダプタ３００は、先に説明したアダプ
タ２００とは異なり、一つのハウジングによって構成されている。このアダプタ３００は
、先に説明したアダプタ２００の本体側ユニット２０２とパック側ユニット２０６を、一
つのハウジングに一体化したものである。なお、このアダプタ３００の電気的な構成は、
上述したコード接続タイプのアダプタ２００のものと同じであり、図１２又は図１３に示
す通りである。
【００６１】
　図１５に示すように、アダプタ３００の上面には、コード接続タイプのアダプタ２００
の本体側ユニット２０２と同じく、コネクタ部２２０が設けられている。コネクタ部２２
０は、高電圧電動工具７０の本体７２に設けられたパック取付部８０に、スライド挿入す
ることができる。コネクタ部２２０には、一対のレール２２２、正極出力端子２２４ａ、
負極出力端子２２４ｂ、オートストップ端子２２６が設けられている。二種類のアダプタ
２００、３００の間で、コネクタ部２２０の構造は実質的に同一である。アダプタ３００
のコネクタ部２２０をパック取付部８０に取り付けると、アダプタ３００の正極出力端子
２２４ａは、パック取付部８０の正極入力端子８４ａに接続され、アダプタ３００の負極
出力端子２２４ｂは、パック取付部８０の負極入力端子８４ｂに接続される。それにより
、アダプタ３００は、高電圧電動工具７０の本体７２へ電気的に接続される。
【００６２】
　図１６に示すように、アダプタ３００の下面には、コード接続タイプのアダプタ２００
のパック側ユニット２０６と同じく、二つのパック取付部２３０が設けられている。各々
のパック取付部２３０は、一つの低電圧バッテリパック１０が着脱可能であり、低電圧バ
ッテリパック１０をスライド可能に受け入れる。パック取付部２３０は、一対のレール２
３２、正極入力端子２３４ａ、負極入力端子２３４ｂ、ロック受入穴２３８を有している
。二種類のアダプタ２００、３００の間で、パック取付部２３０の構造は実質的に同一で
ある。二つのパック取付部２３０は、パック側ユニット２０６の下面に並んで配置されて
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おり、低電圧バッテリパック１０が同一方向からそれぞれ挿入される。アダプタ３００に
取り付けられた二つの低電圧バッテリパック１０は、コネクタ部２２０の正極出力端子２
２４ａ及び負極出力端子２２４ｂに対して直列に接続される。それにより、二つの低電圧
バッテリパック１０は、略３６ボルトの電圧によって、高電圧電動工具７０の本体７２へ
電力を供給することができる。
【００６３】
　図１５に示すように、アダプタ３００にも、二つの表示器２６０が設けられている。二
つの表示器２６０は、アダプタ３００の後面３００ａに配置されている。二つの表示器２
６０は、二つのパック取付部２３０の上部にそれぞれ位置している。各々の表示器２６０
は、一例ではあるが、発光ダイオードである。一方の表示器２６０は、一方のパック取付
部２３０に取り付けられた低電圧バッテリパック１０の充電レベルを表示し、他方の表示
器２６０は、他方のパック取付部２３０に取り付けられた低電圧バッテリパック１０の状
態を表示する。二つの表示器２６０は、アダプタ３００の後面３００ａに、並んで配置さ
れている。従って、ユーザは、二つの表示器２６０を同時に視認し、二つの低電圧バッテ
リパック１０の充電レベルを同時に把握することができる。また、それぞれの表示器２６
０は、対応するパック取付部２３０の上方に配置されている。従って、例えば高電圧電動
工具７０が突然に停止した場合に、どちらの低電圧バッテリパック１０に問題があるのか
を、ユーザは直ちに判断することができる。
【００６４】
　以上のように、アダプタ３００を用いることによっても、ユーザは、高電圧電動工具７
０を、二つの低電圧バッテリパック１０によって駆動することが可能となる。二つの低電
圧バッテリパック１０は、モータ７６に対して直列に接続されることで、モータ７６へ略
３６ボルトの電圧を印加する。それにより、定格電圧が３６ボルトの高電圧電動工具７０
を、公称電圧が１８ボルトの低電圧バッテリパック１０によって駆動することが可能とな
る。ユーザは、公称電圧が３６ボルトの高電圧バッテリパック３０やその充電器を新たに
購入することなく、既に保有する低電圧バッテリパック１０を用いて、高電圧電動工具７
０を利用することが可能となる。低電圧バッテリパック１０は、単独で低電圧電動工具５
０の電源としても使用できるので、ユーザは、既に保有する低電圧バッテリパック１０や
その充電器を、有効に活用することができる。
【００６５】
　以上、本発明の実施形態について詳細に説明したが、これらは例示に過ぎず、特許請求
の範囲を限定するものではない。特許請求の範囲に記載の技術には、以上に例示した具体
例を様々に変形、変更したものが含まれる。
【００６６】
　本明細書では、低電圧電動工具５０の一例として電動ドリルを説明し、高電圧電動工具
７０、１００の一例として電動ブロワーを説明したが、本願明細書に開示された技術は、
この種の電動工具に限られず、他の種類の電動工具にも広く適用することができる。
【００６７】
　本明細書または図面に説明した技術要素は、単独であるいは各種の組合せによって技術
的有用性を発揮するものであり、出願時の請求項に記載の組合せ、即ち、下記項目に記載
のものに限定されるものではない。本明細書または図面に例示した技術は複数の目的を同
時に達成するものであり、そのうちの一つの目的を達成すること自体で技術的有用性を持
つものである。
［項目１］
　工具が取り付けられる本体と、
　本体に収容されているとともに工具を駆動するモータと、
　各々に第１バッテリパックが着脱可能であるとともに、取り付けられた複数の第１バッ
テリパックがモータへ直列に接続される複数の第１パック取付部と、
　複数の第１パック取付部に取り付けられた複数の第１バッテリパックの状態をそれぞれ
表示する複数の表示器を備え、
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　複数の表示器は、ユーザが全ての表示器を同時に視認できるように配置されていること
を特徴とする電動工具。
［項目２］
　表示器は、少なくとも、第１バッテリパックの充電レベルを表示することを特徴とする
項目２に記載の電動工具。
［項目３］
　表示器は、少なくとも、第１バッテリパックの充電レベルが再充電を必要とするレベル
に達したことを表示することを特徴とする項目２に記載の電動工具。
［項目４］
　表示器は、第１バッテリパックの充電レベルを少なくとも二段階に表示することを特徴
とする項目２又は３に記載の電動工具。
［項目５］
　第１バッテリパックは、単独で他の電動工具の電源として使用可能であることを特徴と
する項目１から４のいずれか一項に記載の電動工具。
［項目６］
　第１バッテリパックは、第１パック取付部に係合するロック部材を有することを特徴と
する項目１から５のいずれか一項に記載の電動工具。
［項目７］
　第１バッテリパックは、スライド式のバッテリパックであることを特徴とする項目１か
ら６のいずれか一項に記載の電動工具。
［項目８］
　複数の第１パック取付部は、複数の第１バッテリパックをそれぞれ同一方向から受け入
れることを特徴とする項目１から７のいずれか一項に記載の電動工具。
［項目９］
　複数の第１パック取付部は、前記本体に一体に形成されていることを特徴とする項目１
から８のいずれか一項に記載の電動工具。
［項目１０］
　複数の第１パック取付部が設けられたアダプタをさらに備え、
　本体は、第２バッテリパックが着脱可能であるとともに、取り付けられた第２バッテリ
パックがモータへ接続される第２パック取付部を有し、
　アダプタは、第２パック取付部に着脱可能なコネクタ部を有し、複数の第１パック取付
部に取り付けられた複数の第１バッテリパックが、コネクタ部へ直列に接続されることを
特徴とする項目１から８のいずれか一項に記載の電動工具。
［項目１１］
　アダプタは、複数の第１パック取付部が設けられたパック側ユニットと、コネクタ部が
設けられた本体側ユニットと、パック側ユニットと本体側ユニットを互い接続している電
気コードと、を有することを特徴とする項目１０に記載の電動工具。
［項目１２］
　第２バッテリパックの公称電圧は、複数の第１バッテリパックの公称電圧の和に等しい
ことを特徴とする項目１０又は１１に記載の電動工具。
［項目１３］
　第１パック取付部には第２バッテリパックが取付不能であり、第２パック取付部には第
１バッテリパックが取付不能であることを特徴とする項目１０から１２のいずれか一項に
記載の電動工具。
［項目１４］
　第１バッテリパックの公称電圧は７ボルト以上であり、電動工具の定格電圧が１４ボル
ト以上であることを特徴とする項目１から１３のいずれか一項に記載の電動工具。
［項目１５］
　第１バッテリパックの公称電圧は１８ボルト以上であり、電動工具の定格電圧が３６ボ
ルト以上であることを特徴とする項目１から１４のいずれか一項に記載の電動工具。
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［項目１６］
　第１バッテリパックの公称電圧は１８ボルトであり、電動工具の定格電圧が３６ボルト
であることを特徴とする項目１から１５のいずれか一項に記載の電動工具。
［項目１７］
　第１バッテリパックは、直列に接続された複数のリチウムイオン電池セルを有すること
を特徴とする項目１から１６のいずれか一項に記載の電動工具。
［項目１８］
　第１バッテリパックは、直列に接続された少なくとも五本のリチウムイオン電池セルを
有することを特徴とする項目１から１７のいずれか一項に記載の電動工具。
［項目１９］
　工具が取り付けられる本体と、
　本体に収容されているとともに工具を駆動するモータと、
　各々に第１バッテリパックが着脱可能であるとともに、取り付けられた複数の第１バッ
テリパックがモータへ直列に接続される複数の第１パック取付部を備え、
　第１バッテリパックの公称電圧は１８ボルト以上であり、定格電圧が３６ボルト以上で
あることを特徴とする電動工具。
［項目２０］
　第１バッテリパックは、少なくとも、直列に接続された五本のリチウムイオン電池セル
を有することを特徴とする項目１９に記載の電動工具。
［項目２１］
　第１バッテリパックは、十本のリチウムイオン電池セルを有し、その十本のリチウムイ
オン電池セルは、二本ずつが並列に接続されて五組のセル群を形成し、その五組のセル群
が直列に接続されていることを特徴とする項目２０に記載の電動工具。
［項目２２］
　第１バッテリパックは、単独で他の電動工具の電源として使用可能であることを特徴と
する項目１９から２１のいずれか一項に記載の電動工具。
［項目２３］
　複数の第１パック取付部は、前記本体に一体に形成されていることを特徴とする項目１
９から２２のいずれか一項に記載の電動工具。
［項目２４］
　複数の第１パック取付部が設けられたアダプタをさらに備え、
　本体は、第２バッテリパックが着脱可能であるとともに、取り付けられた第２バッテリ
パックがモータへ接続される第２パック取付部を有し、
　アダプタは、第２パック取付部に着脱可能なコネクタ部を有し、複数の第１パック取付
部に取り付けられた複数の第１バッテリパックが、コネクタ部へ直列に接続されることを
特徴とする項目１９から２３のいずれか一項に記載の電動工具。
［項目２５］
　アダプタは、複数の第１パック取付部が設けられたパック側ユニットと、コネクタ部が
設けられた本体側ユニットと、パック側ユニットと本体側ユニットを互い接続している電
気コードと、を有することを特徴とする項目２４に記載の電動工具。
［項目２６］
　第２バッテリパックの公称電圧は、複数の第１バッテリパックの公称電圧の和に等しい
ことを特徴とする項目２４又は２５に記載の電動工具。
［項目２７］
　第１パック取付部には第２バッテリパックが取付不能であり、第２パック取付部には第
１バッテリパックが取付不能であることを特徴とする項目２４から２６のいずれか一項に
記載の電動工具。
［項目２８］
　電動工具は、園芸用の電動工具であることを特徴とする項目１９から２７のいずれか一
項に記載の電動工具。
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［項目２９］
　電動工具の本体と複数の第１バッテリパックを接続するアダプタであって、ここで、電
動工具の本体は、第２バッテリパックが着脱可能であるとともに、取り付けられた第２バ
ッテリパックがモータへ接続される第２パック取付部を有しており、
　そのアダプタは、
　各々に第１バッテリパックが着脱可能な複数の第１パック取付部と、
　第２パック取付部に着脱可能なコネクタ部を備え、
　複数の第１パック取付部に取り付けられた複数の第１バッテリパックが、コネクタ部へ
直列に接続されることを特徴とするアダプタ。
［項目３０］
　複数の第１パック取付部が設けられたパック側ユニットと、コネクタ部が設けられた本
体側ユニットと、パック側ユニットと本体側ユニットを互い接続している電気コードと、
を有することを特徴とする項目２９に記載のアダプタ。
【符号の説明】
【００６８】
１０：低電圧バッテリパック
１８：バッテリコントローラ
１００：高電圧電動工具
１０２：高電圧電動工具の本体
１３０：高電圧電動工具のパック取付部
１５２：高電圧電動工具のメインコントローラ
１５４ａ、１５６ａ、２５４ａ、２５６ａ：カットオフスイッチ
１５４ｂ、１５６ｂ、２５４ｂ、２５６ｂ：レベルシフタ
１５８：バイパス回路
１５８ａ：バイパス回路のダイオード
１５８ｂ：バイパス回路のヒューズ
１６０：表示器
１７６：モータ
２００、３００：アダプタ
２０２：アダプタの本体側ユニット
２０４：アダプタの電気コード
２０６：アダプタのパック側ユニット
２２０：アダプタのコネクタ部
２３０：アダプタのパック取付部
２５２：アダプタのメインコントローラ
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】
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【図２１】 【図２２】

【手続補正書】
【提出日】平成26年1月15日(2014.1.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　工具が取り付けられる本体と、
　本体に収容されているとともに工具を駆動するモータと、
　各々に第１バッテリパックが着脱可能であるとともに、取り付けられた複数の第１バッ
テリパックがモータへ直列に接続される複数の第１パック取付部を備え、
　第１バッテリパックは、その公称電圧が１８ボルト以上であるとともに、単独で他の電
動工具の電源としても使用可能であり、
　定格電圧が３６ボルト以上であることを特徴とする電動工具。
【請求項２】
　第１バッテリパックは、少なくとも、直列に接続された五本のリチウムイオン電池セル
を有することを特徴とする請求項１に記載の電動工具。
【請求項３】
　第１バッテリパックは、十本のリチウムイオン電池セルを有し、その十本のリチウムイ
オン電池セルは、二本ずつが並列に接続されて五組のセル群を形成し、その五組のセル群
が直列に接続されていることを特徴とする請求項２に記載の電動工具。
【請求項４】
　複数の第１パック取付部は、前記本体に一体に形成されていることを特徴とする請求項
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１から３のいずれか一項に記載の電動工具。
【請求項５】
　複数の第１パック取付部が設けられたアダプタをさらに備え、
　本体は、第２バッテリパックが着脱可能であるとともに、取り付けられた第２バッテリ
パックがモータへ接続される第２パック取付部を有し、
　アダプタは、第２パック取付部に着脱可能なコネクタ部を有し、複数の第１パック取付
部に取り付けられた複数の第１バッテリパックが、コネクタ部へ直列に接続されることを
特徴とする請求項１から４のいずれか一項に記載の電動工具。
【請求項６】
　アダプタは、複数の第１パック取付部が設けられたパック側ユニットと、コネクタ部が
設けられた本体側ユニットと、パック側ユニットと本体側ユニットを互い接続している電
気コードと、を有することを特徴とする請求項５に記載の電動工具。
【請求項７】
　第２バッテリパックの公称電圧は、複数の第１バッテリパックの公称電圧の和に等しい
ことを特徴とする請求項５又は６に記載の電動工具。
【請求項８】
　第１パック取付部には第２バッテリパックが取付不能であり、第２パック取付部には第
１バッテリパックが取付不能であることを特徴とする請求項５から７のいずれか一項に記
載の電動工具。
【請求項９】
　電動工具は、園芸用の電動工具であることを特徴とする請求項１から８のいずれか一項
に記載の電動工具。
【請求項１０】
　電動工具の本体と複数の第１バッテリパックを接続するアダプタであって、ここで、電
動工具の本体は、第２バッテリパックが着脱可能であるとともに、取り付けられた第２バ
ッテリパックがモータへ接続される第２パック取付部を有しており、
　そのアダプタは、
　各々に第１バッテリパックが着脱可能な複数の第１パック取付部と、
　第２パック取付部に着脱可能なコネクタ部を備え、
　複数の第１パック取付部に取り付けられた複数の第１バッテリパックが、コネクタ部へ
直列に接続され、
　第１バッテリパックは、その公称電圧が１８ボルト以上であるとともに、単独で他の電
動工具の電源としても使用可能であり、
　電動工具の定格電圧が３６ボルト以上であることを特徴とするアダプタ。
【請求項１１】
　複数の第１パック取付部が設けられたパック側ユニットと、コネクタ部が設けられた本
体側ユニットと、パック側ユニットと本体側ユニットを互い接続している電気コードと、
を有することを特徴とする請求項１０に記載のアダプタ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　本明細書は、ユーザが既に保有するバッテリパックによって、より高出力の電動工具を
使用することを可能とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本明細書が開示する電動工具は、工具が取り付けられる本体と、本体に収容されている
とともに工具を駆動するモータと、各々に第１バッテリパックが着脱可能であるとともに
、取り付けられた複数の第１バッテリパックがモータへ直列に接続される複数の第１パッ
ク取付部を備える。第１バッテリパックは、その公称電圧が１８ボルト以上であるととも
に、単独で他の電動工具の電源としても使用可能である。そして、電動工具の定格電圧は
、３６ボルト以上である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本技術の一実施形態では、電動工具が、複数の第１パック取付部が設けられたアダプタ
をさらに備えてもよい。この場合、本体は、第２バッテリパックが着脱可能であるととも
に、取り付けられた第２バッテリパックがモータへ接続される第２パック取付部を有する
とよい。そして、アダプタは、第２パック取付部に着脱可能なコネクタ部を有し、複数の
第１パック取付部に取り付けられた複数の第１バッテリパックが、コネクタ部へ直列に接
続されることが好ましい。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記したアダプタは、複数の第１パック取付部が設けられたパック側ユニットと、コネ
クタ部が設けられた本体側ユニットと、パック側ユニットと本体側ユニットを互い接続し
ている電気コードと、を有してもよい。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の一実施形態では、各々のバッテリパックが複数のリチウムイオン電池セルを有
することが好ましい。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６７】
　本明細書または図面に説明した技術要素は、単独であるいは各種の組合せによって技術
的有用性を発揮するものであり、原出願の出願時の請求項に記載の組合せ、即ち、下記項
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目に記載のものに限定されるものではない。本明細書または図面に例示した技術は複数の
目的を同時に達成するものであり、そのうちの一つの目的を達成すること自体で技術的有
用性を持つものである。
［項目１］
　工具が取り付けられる本体と、
　本体に収容されているとともに工具を駆動するモータと、
　各々に第１バッテリパックが着脱可能であるとともに、取り付けられた複数の第１バッ
テリパックがモータへ直列に接続される複数の第１パック取付部と、
　複数の第１パック取付部に取り付けられた複数の第１バッテリパックの状態をそれぞれ
表示する複数の表示器を備え、
　複数の表示器は、ユーザが全ての表示器を同時に視認できるように配置されていること
を特徴とする電動工具。
［項目２］
　表示器は、少なくとも、第１バッテリパックの充電レベルを表示することを特徴とする
項目２に記載の電動工具。
［項目３］
　表示器は、少なくとも、第１バッテリパックの充電レベルが再充電を必要とするレベル
に達したことを表示することを特徴とする項目２に記載の電動工具。
［項目４］
　表示器は、第１バッテリパックの充電レベルを少なくとも二段階に表示することを特徴
とする項目２又は３に記載の電動工具。
［項目５］
　第１バッテリパックは、単独で他の電動工具の電源として使用可能であることを特徴と
する項目１から４のいずれか一項に記載の電動工具。
［項目６］
　第１バッテリパックは、第１パック取付部に係合するロック部材を有することを特徴と
する項目１から５のいずれか一項に記載の電動工具。
［項目７］
　第１バッテリパックは、スライド式のバッテリパックであることを特徴とする項目１か
ら６のいずれか一項に記載の電動工具。
［項目８］
　複数の第１パック取付部は、複数の第１バッテリパックをそれぞれ同一方向から受け入
れることを特徴とする項目１から７のいずれか一項に記載の電動工具。
［項目９］
　複数の第１パック取付部は、前記本体に一体に形成されていることを特徴とする項目１
から８のいずれか一項に記載の電動工具。
［項目１０］
　複数の第１パック取付部が設けられたアダプタをさらに備え、
　本体は、第２バッテリパックが着脱可能であるとともに、取り付けられた第２バッテリ
パックがモータへ接続される第２パック取付部を有し、
　アダプタは、第２パック取付部に着脱可能なコネクタ部を有し、複数の第１パック取付
部に取り付けられた複数の第１バッテリパックが、コネクタ部へ直列に接続されることを
特徴とする項目１から８のいずれか一項に記載の電動工具。
［項目１１］
　アダプタは、複数の第１パック取付部が設けられたパック側ユニットと、コネクタ部が
設けられた本体側ユニットと、パック側ユニットと本体側ユニットを互い接続している電
気コードと、を有することを特徴とする項目１０に記載の電動工具。
［項目１２］
　第２バッテリパックの公称電圧は、複数の第１バッテリパックの公称電圧の和に等しい
ことを特徴とする項目１０又は１１に記載の電動工具。
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［項目１３］
　第１パック取付部には第２バッテリパックが取付不能であり、第２パック取付部には第
１バッテリパックが取付不能であることを特徴とする項目１０から１２のいずれか一項に
記載の電動工具。
［項目１４］
　第１バッテリパックの公称電圧は７ボルト以上であり、電動工具の定格電圧が１４ボル
ト以上であることを特徴とする項目１から１３のいずれか一項に記載の電動工具。
［項目１５］
　第１バッテリパックの公称電圧は１８ボルト以上であり、電動工具の定格電圧が３６ボ
ルト以上であることを特徴とする項目１から１４のいずれか一項に記載の電動工具。
［項目１６］
　第１バッテリパックの公称電圧は１８ボルトであり、電動工具の定格電圧が３６ボルト
であることを特徴とする項目１から１５のいずれか一項に記載の電動工具。
［項目１７］
　第１バッテリパックは、直列に接続された複数のリチウムイオン電池セルを有すること
を特徴とする項目１から１６のいずれか一項に記載の電動工具。
［項目１８］
　第１バッテリパックは、直列に接続された少なくとも五本のリチウムイオン電池セルを
有することを特徴とする項目１から１７のいずれか一項に記載の電動工具。
［項目１９］
　工具が取り付けられる本体と、
　本体に収容されているとともに工具を駆動するモータと、
　各々に第１バッテリパックが着脱可能であるとともに、取り付けられた複数の第１バッ
テリパックがモータへ直列に接続される複数の第１パック取付部を備え、
　第１バッテリパックの公称電圧は１８ボルト以上であり、定格電圧が３６ボルト以上で
あることを特徴とする電動工具。
［項目２０］
　第１バッテリパックは、少なくとも、直列に接続された五本のリチウムイオン電池セル
を有することを特徴とする項目１９に記載の電動工具。
［項目２１］
　第１バッテリパックは、十本のリチウムイオン電池セルを有し、その十本のリチウムイ
オン電池セルは、二本ずつが並列に接続されて五組のセル群を形成し、その五組のセル群
が直列に接続されていることを特徴とする項目２０に記載の電動工具。
［項目２２］
　第１バッテリパックは、単独で他の電動工具の電源として使用可能であることを特徴と
する項目１９から２１のいずれか一項に記載の電動工具。
［項目２３］
　複数の第１パック取付部は、前記本体に一体に形成されていることを特徴とする項目１
９から２２のいずれか一項に記載の電動工具。
［項目２４］
　複数の第１パック取付部が設けられたアダプタをさらに備え、
　本体は、第２バッテリパックが着脱可能であるとともに、取り付けられた第２バッテリ
パックがモータへ接続される第２パック取付部を有し、
　アダプタは、第２パック取付部に着脱可能なコネクタ部を有し、複数の第１パック取付
部に取り付けられた複数の第１バッテリパックが、コネクタ部へ直列に接続されることを
特徴とする項目１９から２３のいずれか一項に記載の電動工具。
［項目２５］
　アダプタは、複数の第１パック取付部が設けられたパック側ユニットと、コネクタ部が
設けられた本体側ユニットと、パック側ユニットと本体側ユニットを互い接続している電
気コードと、を有することを特徴とする項目２４に記載の電動工具。
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［項目２６］
　第２バッテリパックの公称電圧は、複数の第１バッテリパックの公称電圧の和に等しい
ことを特徴とする項目２４又は２５に記載の電動工具。
［項目２７］
　第１パック取付部には第２バッテリパックが取付不能であり、第２パック取付部には第
１バッテリパックが取付不能であることを特徴とする項目２４から２６のいずれか一項に
記載の電動工具。
［項目２８］
　電動工具は、園芸用の電動工具であることを特徴とする項目１９から２７のいずれか一
項に記載の電動工具。
［項目２９］
　電動工具の本体と複数の第１バッテリパックを接続するアダプタであって、ここで、電
動工具の本体は、第２バッテリパックが着脱可能であるとともに、取り付けられた第２バ
ッテリパックがモータへ接続される第２パック取付部を有しており、
　そのアダプタは、
　各々に第１バッテリパックが着脱可能な複数の第１パック取付部と、
　第２パック取付部に着脱可能なコネクタ部を備え、
　複数の第１パック取付部に取り付けられた複数の第１バッテリパックが、コネクタ部へ
直列に接続されることを特徴とするアダプタ。
［項目３０］
　複数の第１パック取付部が設けられたパック側ユニットと、コネクタ部が設けられた本
体側ユニットと、パック側ユニットと本体側ユニットを互い接続している電気コードと、
を有することを特徴とする項目２９に記載のアダプタ。
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